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研究成果の概要（和文）：本研究では、知的財産権の取引の多様性に着目し、知財取引の決定要因・影響、知財取引の
障壁といった問題について分析を行った。知財取引の決定要因については、ライセンシングや企業合併・買収を通じた
知財取引の決定要因について明らかにした。また、知財取引の影響について、企業外部の研究開発の利用が生産性向上
に寄与している点を明らかにした。知財取引の障壁の問題については、資本財などの移動の阻害が重要な問題であるた
め、貿易コストの識別について分析を行った。先行研究が市場供給セレクションバイアスの問題を有しており、その点
を修正した結果、貿易コストの規模が大きい点が確認された。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to analyze the determinants, effects and obstacles of 
intellectual property (IP) transactions. We show the determinants of IP transactions through licensing or 
mergers and acquisitions. With regards to the effects of IP transactions, we reveal that the use of 
outside research and development resources improves productivity of firms. There also has been a major 
issue on trade barriers of IP transactions. Because the obstacles that raise the costs of capital goods 
movement are significant, we analyze the identification problem of trade costs. In the previous 
literature, there is a selection bias problem of market supply and negligible trade costs are found. By 
controlling for such a bias, the large magnitude of trade costs is confirmed.

研究分野：国際経済学

キーワード： 国際経済学　知的財産　貿易コスト
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１．研究開始当初の背景 
国際知財取引によるイノベーションの市場
化の進展を鑑み、それらを通じた日本企業の
競争戦略やイノベーション実現の可能性に
ついての分析が必要とされていた。国際的な
知的財産権保護が知財取引（資本財貿易、ア
ライアンス、M&A、技術移転）を促進する
のか、日本企業の分業構造・貿易構造にいか
なる影響を与えるのかといった重要な問題
が存在している。従って、国際知的財産取引
の構造を明らかにし、特に先端技術産業で重
要な経営資源の活用を促す望ましい知財保
護制度の構築が求められている。それにより、
日本の経済成長など重要な経済課題に対処
する事ができると考えられた。 
 
２．研究の目的 
知的財産取引が多様化する下では、どういっ
た形態の取引が経済に影響を与えるかを明
らかにする事が重要である。よって、ライセ
ンシングといった契約を通じた取引だけで
なく、合併・買収により企業資産の獲得を通
じた取引の影響や、市場取引を通じないスピ
ルオーバーによる影響について検証する事
が本研究の一つの目的である。 
 
また、知的財産保護の影響として重要なもの
に、技術が体化した財の取引である資本財貿
易への影響がある。これまでの研究では、貿
易モデルから資本財価格指数を作成し、貿易
障壁などにより途上国において資本財価格
が消費財価格に比べ高く、経済成長の阻害要
因である可能性を示している。現在国際的に
進展している生産の分業（フラグメンテーシ
ョン）の下では、資本財や中間財へのアクセ
スが重要な課題である。従って、貿易コスト
の識別とその解消の政策は重要な問題であ
り、これも本研究の大きな目的の一つである。 
 
貿易コストを削減する事が可能になること
で、効率的な資源配分が可能となる。特に、
研究開発などに投入される資源の利用がゆ
がめられる事無く行われる事は、限定された
知的資源の活用にとって重要である。そのた
め、本研究では貿易コストの規模に関して測
定を行う。貿易コストの規模がそもそも小さ
いならば、それらを削減する政策は有効性に
乏しい。それに対して規模が大きい場合は
様々な経済政策の可能性が考えられる。 
 
貿易コストの測定には取引量から分析する
ケースと取引価格から分析するケースがあ
り、どちらも市場供給のセレクションバイア
スという問題がある。本研究では、日本の特
徴的なデータを用いて、それらのセレクショ
ンバイアスをコントロールした形での推定
を行う。これにより、先行研究における結果
が貿易コストを過小評価している点を明ら
かにする事を目的とする。 
 

３．研究の方法 
本研究は、実証的に知財保護の影響や、貿易
コストの識別を行うものである。よって、デ
ータベースの整備と研究目的に適した実証
モデルの構築を行った。国際貿易データベー
スや多国籍企業データベースを用い、国際的
な知的財産取引に焦点を当てて必要な変数
等を構築した。これにより、多様な知財取引
を把握しデータ分析する事が可能となった。 
 
また、価格データから貿易コストを測定し、
貿易コストデータを構築し、これらのデータ
をもとに、先行研究からの知見を参考に構造
推計を行う事が出来る実証モデルを構築し
た。企業の異質性モデルの構築により、貿易
コストの規模を識別する事が出来る構造推
定を行った。 
 
生産者異質性モデルにより、明示的に生産者
の市場供給セレクションを扱う事が可能と
なった。また、非ホモセティック効用関数を
用いる事で、市場ごとに価格付けが異なるケ
ースを扱う事が可能になる。これにより、個
別生産者の価格付けが、市場供給を行う事が
出来るか否かを決定する生産性に依存する
事が示され、セレクションの問題をより深く
分析する事が可能となる。 
 
生産者異質性モデルについては、品質の次元
を考慮することで、多くのモデルの予測を改
善させる事が知られている。品質セレクショ
ンのモデルの構築により、品質の問題につい
ても対処が可能となる。また、品質と市場供
給の関係については、従量型の貿易コストの
存在により、高品質な財が相対的に高貿易コ
スト市場で安価になるという性質から、そう
いった市場で多く供給されるという研究が
ある。よって、品質セレクションと共に、従
量型貿易コストを明示的に考慮したモデル
を構築し、その推定を行った。 
 
４．研究成果 
本研究から、貿易コストと品質の関係につい
ては、品質セレクションが存在し、かつ従量
型貿易コストの規模が大きい点が確認され
た。これは、貿易モデルでは取り扱いの簡単
化の為に従価型コストが仮定されている点
と異なっている。この従量型コストの重要性
は近年の実証研究とも整合的であり、モデル
化に対する重要な示唆を有している。また、
従量型コストによって引き起こされる市場
の歪みが従価型よりも大きくなる可能性を
考慮すると、貿易コストの低減政策の重要性
を示している事になる。 
 
セレクションのバイアスについては、これま
での研究で考慮されなかった場合には貿易
コストの規模を過小評価していた可能性を
指摘している。従って、貿易コストの測定・
識別に関して重要な貢献を本研究は行って



いる。 
 
知財取引の多様性に着目した知財取引の影
響に関しては、合併・買収の効果について分
析をしている。研究開発が重要な産業では、
他企業の知的財産を合併・買収を通じて獲得
するという事が考えられる。この合併・買収
が実際に生産性に対してどういった影響を
もつかを明らかにする事は、企業資産の市場
の整備を考える上でも重要である。この点に
ついて、合併・買収により生産性が向上して
いる点を示しており、流動的な企業資産取引
市場の円滑な運用が重要である事を明らか
にした。 
 
そして、知的財産の影響は、市場取引を通じ
る事なく、スピルオーバーという形で伝播す
るケースも多い。この点についても直接投資
に焦点をあて、スピルオーバーの効果を検証
した。 
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